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●婉の母・池きさの墓

　

筆
山
の
東
南
側
に
位
置
す
る
高
見
山
の

中
腹
に
、野
中
兼
山
一
族
の
墓
所
が
あ
る
。

兼
山
の
墓
の
ほ
か
、
婉え
ん
、
婉
の
母
・
池
き

さ
な
ど
一
族
の
墓
石
が
並
ぶ
。
墓
碑
は
い

ず
れ
も
兼
山
の
四
女
、
野
中
婉
が
整
え
た

も
の
だ
。

　
野
中
兼
山
は
江
戸
時
代
前
期
、
土
佐
藩

家
老
と
し
て
財
政
の
立
て
直
し
に
奔
走
、

独
創
性
に
富
ん
だ
施
策
で
土
佐
藩
確
立
に

努
力
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
厳
し
す
ぎ

る
政
策
に
反
発
す
る
者
も
多
く
、
寛
文
三

（
一
六
六
三
）
年
、
三
十
年
に
わ
た
る
政

権
の
座
を
追
わ
れ
、
香
美
郡
山
田
の
隠
棲

地
で
急
逝
、
四
十
九
歳
の
生
涯
を
閉
じ
て

い
る
。
　
　

　
翌
年
、
父
の
追
罰
に
よ
り
、
わ
ず
か
四

歳
の
婉
を
は
じ
め
子
女
八
人
と
そ
の
母
四

人
の
遺
族
は
宿
毛
へ
配
流
、
以
後
四
十
年

を
竹
矢
来
の
獄
舎
に
幽
閉
さ
れ
る
。
兼
山

の
血
を
絶
つ
た
め
、
門
外
一
歩
を
禁
じ
ら

れ
た
遺
族
に
赦
免
が
訪
れ
る
の
は
、
最
後

の
男
子
末
弟
・
貞
四
郎
の
自
害
に
よ
っ
て

で
あ
る
。
元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）
年
、

幽
獄
を
出
た
婉
は
四
十
四
歳
に
な
っ
て
い

た
。

　
本
山
町
出
身
の
作
家
・
大
原
富
枝
は
、

幽
囚
の
四
十
年
を
む
な
し
く
し
た
婉
を
、

結
核
に
よ
っ
て
外
の
世
界
か
ら
拒
ま
れ
た

自
ら
の
青
春
に
重
ね
合
せ
た
。
誇
り
高
く

生
き
抜
い
た
婉
の
生
涯
を
一
人
称
の
独
白

体
で
描
き
切
り
、
小
説
『
婉
と
い
う
女
』

で
毎
日
出
版
文
化
賞
、
野
間
文
芸
賞
を
受

賞
し
て
い
る
。

　
高
見
山
の
野
中
一
族
の
墓
所
に
は
、
中

央
に
兼
山
の
墓
が
あ
り
「
野の

中な
か
傳で
ん
え
も
ん

右
衛
門

良よ
し
繼つ
ぐ
之
墓
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
儒
学
を

信
奉
し
た
父
の
た
め
に
戒
名
を
避
け
、
婉

が
生
前
の
名
前
を
彫
っ
た
も
の
だ
。
入
口

の
右
手
に
婉
の
墓
、
反
対
側
に
生
母
・
池

き
さ
の
墓
が
あ
る
。

　
婉
の
墓
に
は「
野
中
良
繼
之
女
婉
之
墓
」

と
あ
り
、
き
さ
の
墓
に
は
「
孤
哀
女
婉
泣

植
焉
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
野
中
兼
山
の

娘
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
た
っ
た

一
人
、
泣
き
な
が
ら
一
族
の
墓
碑
を
整
え

た
婉
の
心
を
思
う
時
、
胸
に
迫
る
も
の
が

あ
る
。

　
墓
所
に
は
「
婉
の
会
」
に
よ
る
懇
切
な

説
明
板
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
初
め
て
訪

れ
る
人
に
も
優
し
い
。
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人
口
の
貯
金

　
先
日
、
久
し
ぶ
り
に
社
会
保
障
の

専
門
家
で
あ
る
山
崎
史
郎
さ
ん
の
講

演
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
現

内
閣
官
房
参
与
で
あ
る
山
崎
氏
は
、

厚
生
労
働
省
や
内
閣
府
で
活
躍
さ
れ

た
後
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
バ
ル
ト
三

国
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
リ
ト
ア
ニ
ア

日
本
大
使
」
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

帰
国
後
す
ぐ
に
政
府
の
「
全
世
代
型

社
会
保
障
構
築
本
部
」
に
呼
び
戻
さ

れ
、
現
在
は
本
部
の
総
括
事
務
局
長

の
重
責
に
あ
り
ま
す
。
日
本
の
人
口

減
少
化
に
お
け
る
、
社
会
保
障
の
危

機
に
対
応
す
る
重
要
な
キ
ー
マ
ン
で

す
。

　
山
崎
氏
は
「
50
年
前
か
ら
合
計
特

殊
出
生
率
が
下
が
り
続
け
て
い
る
一

方
で
、
日
本
の
人
口
が
増
え
て
き
た

の
は
、
戦
後
の
第
一
次
・
第
二
次
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
の
貯
金
が
あ
っ
た
か
ら

だ
。
ま
た
、
女
性
人
口
も
多
か
っ
た

の
で
、
出
生
率
が
下
が
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
赤
ち
ゃ
ん
の
出
生
数
は

大
き
く
落
ち
込
ま
な
か
っ
た
」
と
指

摘
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
は
新
た
な
人
口

減
少
危
機
に
直
面
す
る
と
訴
え
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
発
展
を
支
え

た
要
因
は
、第
一
次
・
第
二
次
ベ
ビ
ー

ブ
ー
ム
と
い
う
大
き
な
「
人
口
の
貯

金
」
に
救
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
２
０
２
５
年
以
降
の
日
本
の
深
刻

な
問
題
は
、
15
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の

い
わ
ゆ
る
労
働
人
口
が
大
き
く
減
少

す
る
こ
と
で
す
。
現
在
、
こ
の
世
代

の
人
口
は
約
７
５
０
０
万
人
で
す
が
、

少
子
化
の
影
響
を
強
く
受
け
て
、
来

年
以
降
、
毎
年
60
万
人
前
後
減
少
し

続
け
ま
す
。
さ
ら
に
、
２
０
２
５
年

以
降
は
、
毎
年
90
万
人
以
上
も
減
り

続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
当
面
は
、
各
企
業
な
ど
の
定
年
延

長
で
乗
り
切
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
が
、
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は

難
し
い
局
面
に
突
入
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、「
人
口
の
貯
金
」
を

使
い
果
た
し
、
急
激
な
人
口
減
少
社

会
に
直
面
し
て
い
る
事
実
を
直
視
し
、

お
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、「
共
に
生

き
る
」
地
域
共
生
社
会
の
構
築
を
て

い
ね
い
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

こ
と
を
、
再
認
識
し
て
い
ま
す
。


